
抗 議 声 明 

美浜原発３号炉の運転期間延長認可に抗議する 

 
 原子力規制委員会は、本日１１月１６日、関西電力美浜原子力発電所３号機の４０年超

運転延長を認可した。安全に関わる多くの問題を置き去りにしたまま、法的期限を優先し、

結論ありきで認可を下したことに、私たちは強い憤りをもって抗議する。 

 

 至近に活断層が複数存在する美浜原発３号機は、当初から耐震性に余裕がなく、認可基

準を満足できるかどうかが危ぶまれていた。ところが原子力規制委員会は、審査での判断

に必要な試験の先送りを容認し、厳格であるべき法的手続きを、再びないがしろにした。

福島第一原発事故の教訓から法制化された「原発の運転期間４０年」という原則は、もは

や完全に空文化している。 

 半世紀も前の設計で造られ、取り替えられない圧力容器や電気ケーブル等が劣化した老

朽炉をこの地震列島で稼働させるのは、あまりに無謀と言わざるをえない。 

 

 しかも、この半年余りの間に明らかになった新たな問題は放置されたままだ。 

 熊本地震で起きたような、繰り返しの強い揺れによる原発機器への影響は考慮されてお

らず、美浜原発３号機では疲労破壊が懸念される箇所も存在している。基準地震動につい

ても、現在採用されている計算式では著しい過小評価になると指摘されているが、全く見

直されていない。 

 

 原子力規制委員会が審査の対象とするのを避けた住民の避難計画にも、大きな問題を抱

えている。熊本地震では、原発震災が起きた場合、避難手段やルートの確保は難しく、被

ばく防護の手段と考えられた屋内退避そのものが新たなリスクとなることも判明した。ま

た、重大事故を想定した福井県と京都府の防災訓練は、福島原発事故の反省もリアリティ

も欠如し、原発災害対策の困難さ、行政の能力の限界を浮き彫りにした。福島原発事故か

ら５年余が経過し、小児甲状腺ガンをはじめとする健康被害が明らかになりつつある中で、

必要とされる安定ヨウ素剤の事前配布も全くできていない。 

 

 原子力規制委員会は、このように山積する問題に蓋をして、強引に美浜原発３号機の延

長運転を認めた。福島原発事故の教訓はどこに行ったのか。 

 

 美浜原発は琵琶湖に最も近い原発であり、ひとたび重大事故が起きれば、風下に位置す

る中京圏の被害は甚大となるだけでなく、関西圏 1400万人の命の水源を放射能汚染で失

うであろう。自分たちの命の問題について、黙っているわけにはいかない。 

 私たちは、福島原発事故の悲劇を二度と繰り返さないために、これからも美浜原発３号

機をはじめ危険な原発の廃炉を求めて訴え続けていくことを抗議とともに宣言する。 
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